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機関車製造業における資本の回転1）  

－・マルクス図解と馬場図解のつながり －   

瀬 戸 広 明  

Ⅰ．はじめに．。Ⅱ．資本の回転に．おけるマルクスの図解と馬場図解。Ⅲ・「貨幣  

資本の遊離」－マルクスの敏述とそれ軋対するエンゲルスの批判。Ⅳ・マルク  

スの図解と馬場図解の二様のつながり。Ⅴ．絶対的剰余価値の生産と相対的剰  

余価値の生産。Ⅵ．資本の回転と「貨幣資本の遊離」。Ⅵ・結論。補論Ⅰ・商品  

在庫と貨幣資本の遊離。補論Ⅱ．寝台皐改造作業にみる資本投下の実際。  

Ⅰ  

2）  

1897年Ernst Langeは次のように述べた。「第2巻の骨の折れる計算にもか 

」わらず，マルクス自身も資本の回転概念がたいして役紅立たないこ・とを承知  

していた。このことはエンゲルスが友マルクスの草稿を豊かにした補完がしば  

しばまさにこの資本の回転を対象としたことによってこあきらかである。エンゲ  

ルスのこうした努力にもか⊥わらず，マルクスの無思考性がいかにひどいもの  
＄）  

であるかは彼の社会的総資本の説明をみればこの上なく明瞭である一」と0この  

1）こゝで機関車製造業をとりあげたのは，『資本論』においで機関革製造菓が機械製造業  
の代表としてとりあげられており，本稿では『資本論』の思考方法と馬場克三教授の思考  
方法のつながりを追求するのが目的だからである。なお，『資本論』があらわされた当時  
機関車製造業が機械製造業の代表であったことは‘‘加ゎcカα邦吉び’肋gαg査■〝〆’（週刊，1  
823年1華9年）を通読すれほ明らかである。同誌の紹介及び第1巻の分析を行ってい  
る安川悦子「イギリス産業革命ゐ労働者－『メカニックス・マガジンjの分析－」を是非  

参照されたい。（福島大学「商学論集」第34巻第1号所収）  

2）ErnstLange，KarlMar－Xall”OlkSioirtschajilicheY’Theoreii－ker。ぐ‘Jahrbucher   
fiir National－6konomie und Statistik＝J．Conrad，LEIster：G．Fischer，Jena3F．  

14Bd・S．．540－578，1897）  

3）しかしながらLangeは批判の根拠を述べていない0   
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き）  

ような批判ほひとりLangeに限らず，我国においてもみられるところである。   

こ．れらの批判者達はLangeを除けば皆一・様に．－・つの共通な結論に．達してい  

る。それはマルクスの回転分析を現実的でないとして，これにいわゆる「並列  

的連続生温」（公文俊平氏の命名）を対立させてこいることである。ところが奇  

妙なことにこのいわゆる「並列的連続生産」は『資本論』を基礎に資本の回転問  

題を解明しようとする人達の示すいわゆる「重複生産」図解と本質的に・同一・性  

質のものなのである。後者紅属する人々ほ，軒資本論』の分析をどうみているだろ  

5） うか。馬場克三教授朋甘資本論』の分析は「極めて．単純化されで」いるとみる。  
エンゲルスは『資本論』の分析（第2巻第2篇第15茸「資本投下の大いさに㌧及ぼ  

す回転時聞の影野」をさす。他の論者も同じく第15章を問題に．してこいる）に・誤  

りがあることを指摘している。このよう牲マルクスの資本の回転分析に・は問題  

がある。それではマルクスの分析は誤っているのだろうか？「並列的連続生  

産」ないし「■重後生産」をマルクスは考察の対象としていないのだろうか？ま  

たもししていないとしても，マルクスの分析方法を「■並列的連続生産」ないし  

「重複生鼠」に．活かせないものだろうか？資本の回転を研究する一㌧人として，  

このような問題意識で考えてみたのが本稿である。  

正  

『資本論』第2巻第2篇第15茸のマルクスの敏述にほ問題が多いが，これまで  

4）例えば，藻利藍隆『経営学の基礎』改訂版欝14童「企共における資本と費用」の4，  

「流動資本の回転期間」（こ・の第14章は『一層論双』第38巻第1号一昭和32年7月号一所  

戟）において，マルクスの回転期間概念に対して．ニ点の批判を提出しておられる。一つ   

は，マルクス紅あっては「流通期間の継続が度外視せられているとと」，今一つは「労  

働期間の継続のために投下を必要とせられる追加資本の回収が，回転期間の算定におい   

て度外視せられていること」のこ点である。この藻利教授の批判についてはかつて私も  
ー 『香川大学経済論遊』第36巻第5弓「『資本論』における資本回転の理解に？いて－」にお   

いて一考察したことがあるが，最近桶野乎三氏がより明瞭な文体で藻利論文を批判的  
に検討しておられる。浦野平三「資本ゐ回転・回収と逆転資本」（北九州大学「紀要」   

第15号所収）  

また公文俊平民もマルクスの資本の回転に関する分析はあやまりであるとして批判して  
おられる。『経済評論』1962年8月号「前貸資本誌と資本の回転・構成」。なおこの論文  

紅ついても私ほ上記小稿で考察したので参頗して頂ければ幸いである。  
5）「運転資本概念と資本の回転期間」（『産菜経理』1959年3月号，15・16頁）   
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最も疑問視されてきたものにいわゆる「貨幣資本の遊離」がある。との15蕃で  

ほこの遊離の問題が主として追求されており，資本の回転期間なる概念もこれ  

との関連で問題とされてこいるといえるはどである。E・Langeが「無思考性」と  

批判（根拠を示していないので正しくほ批判といえないが）したのもお・そ・らく  

こ．の「貨幣資本の遊離」と資本の回転期間概念の関連をついてのことであろう○   

さてそれでほこの間題の多いマルクスの回転分析とはどのようなものであろ  

うか。実ほ．これを追求するのが本稿の課題である。本節では，まず常識的軋と  

らえられうるマルクスの分析を図解の形で（彼自身ほ図解をしていないことを  

断っでおく）馬場克三教授の重複生産図解と対擁しながら特徴づけることにす  

る。マルクスほ．資本の回転を図Aの形で叙述し分析する。   

この図解では，常1退から全工程にわたって毎週100ポンドづつ投下され，  

9週間の後に生産物が完成する。  

この図解では，  

毎週あろ工程軋加  

工の積み重ねがな  

され，それが9週  

間の後に他の工程  

の半製品と合体さ  

れて完成品が生み  

だされると考えて 

もよいし，第9週  

に至るまでの中間  

図解A．マルクスの図解   

節1遇234 5 6 7 8 9101112131415161718  

100  100  1（氾  1α）  1（帝  1∝〉  1∝l  1α）  1（氾  

労働… 

完成   
一／    匹          迅   モ適期  ー…ブ 

労由射。，   

還流抑（直ちに600投下，300は遊離）  

の週の経過中に組立てが行われ，その組立てが第9週末紅最終的に完成し，完  

成品となると考えてもよい。以上は機関車製造業で代表される恕立工業あるい  

は機械製造巣の場合である。  

6）  こ．れに対して馬場図解は図Bのようである。馬場図解では生産物ほ第9週  
末，第10週末，第11週末というように第9週末以後の毎週末紅生みだされる0マ  

6）前掲論文   
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図解B．馬場型重複生産  

ー78－・－▲   

ルクス図解では生  

産物は欝9週末の  

つぎ紅は第18週末  

把．生みだされるの  

である。このちが  

いは，馬場図解で  

ほ第1週目把．投下  

した原料が加工さ  

れて第2過日に移  

ると，欝2週目に 

労働期間   ＼／流通j            和＼   
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：  ●  

900完成   還流900  
（正1ちにこの9（氾が仝【L一粒にlli技」、）  

はこ・の加工された原初料に新たに100ポンドの原料が加えられると同時に工程  

の第1週目のところが空いているのでこ1紅原材料を投下するのであるが，マ  

ルクス図解で峰工程の第1週目に投下された原材料が加工されてユ程の第2週  

日紅移ったとき，エ程の欝1週目が空いたのであるが，それにもかゝわらずそ  

こに第1週目の原材料を投下することを考えていないことから生ずる。   

こ．・」で，マルクスが何故馬場教授のような図解をしなかったのかを考えてこみ  

るに，その理由は，『資本論』第2巻第1篇†■資本の姿態変換」と第2篇「資本  

の回転」のつながりから説明できる。「資本の姿態変換」ではつぎのようなこ  

とが述べられでいる。   

「吾々の考察では，資本価値は，その総価値晶が残らず貨幣資本・または生  

産資本・または商品資本として登場するものと想定された。……だが，連続性  

ほ資本制的生産の特徴的標識であって，資本制的生産の技術的基礎に．よって  

⊥必ずしも無条件的に．達成されうるものではないが一条件づけられてい  

る。そ・こで，吾々は，現実における事態がどうなっているかを見よう。たとえ  

ば，1万ポンドの紡が商品資本として市場に現われて貨幣（これが支払手段で  

あるか購買手段であるか，計算貨幣にすぎぬかをとわず）に／転形される時に．，  

新たな綿花・石炭などが生産過程で綿に．とって代り，かくしてすでに貨幣形態  

及び商品形態から再び生産資本形態に再転形されていて，生産資本としての機   
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髄を開始する。第1の1万ポンドの絆が貨幣に．転態されるのと同時に．，それ以  

前の1万ポンドの鱗は．，すでに流通の希2段階を描いて貨幣から生産資本の諸  

要素に屑転形される。資本のすべての部分が循環過程を順次に通過し，同時把  

循環過程の相異なる段階に．ある。かくして産業資本は，その循環の連続性に．お  

いて：，同時に／すべての段階にあり，それらの段階に．周応する相異なる機能形態  

7） 紅ある。」   
だが鱒環過程の連続性は馬場型重複生産の出発点である。馬場型患後生産は  

循環過程の連続性一循環過程の相異なる諸段階①G－W，⑨…P‥，⑧W′－  

G′の各々に資本が同時に在ること－】 なくしてほありえない。   

ところで，と・」でほ，各段階に．1方ポンドの資本価値がそれぞれ1単位づっ  

存在すると考えられているのであり，その1単位（1万ポンド）がつぎの段階  

へ移ってほじめて前の段階から1万ポンドがこの段階に移ってくるのである。  

8）  

が第15章の図解なのである。   

ところでマルクスほすでに．『資本論』欝1巻でつぎのように．述べている。それ  

は欝12章「分業とマニユファクチ。、ア」及び常18章「機械と大工業」において 

であるが，まず「分業とマニーユファクチユ、ア．」では   

客馬車マニュファクチ∴ユアにおいては，「■なるはど1台の客馬車では，それ  

が作られてからでなければメッキほできないのだが，多数の客馬貴が同時に作  

られる場合紅は，－・部分がまだ生産過程の始めの方の段階を通過している間に，  
9）  

他の部分ほ．たえずメッキされうる」。   

針マニニュファクチ．ユ．アでは多数の手工業者がそれぞれ完全品を作るのである  

が，「周じ場所への労働者の集中と彼等の労働の同時性」とからやがて「労働が  

分割される。同じ手工業者をして稜々の作業を時間的に順次に行わせる代り  

7）『資本論は第2巻第1篇欝4茸「循環過程の三つの姿」，青木版133－5寅，岩波版⑤158   

－160貢。  

8）ローゼンベルクもこの第15章を「研究対象からいえぼ，第1篇第ノ4茸に接続する」と   

述べている。『資本論注解』3，字高・副島訳。青木苔店210巽。  

9）『資本論』第1巻，青木版563頁，岩波版⑨48－49頁。   
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に，それらの作業が互いに・引離され，孤立させられ，空間的に並立させられ，  

それらの作業の各々が別の手工業者に割当てられ，全作業を－・緒にしたものが  

10） 協業看たちによって同時に遂行されるのである。」   
「ニ．ユ．ルソベルヒの同職舶合的針職は，イギリスの針マニ。．ファクチユ．アの  

基本要素をなす。しかるに，ニュルソペルヒの針職ほ山人でおそらく20種もあ  

る－・連の作業を順次鱒．行ったのであるが，イギリスの場合では，やがて20人も  

の針製造エが相並んで作業し，その各々は20種もの作業－－これらの作業ほ経  

験の結果，さらにずっと細分化され，孤立化させられ，個々の労働者たちの排他  
11）  

的職分に．まで自立化された－－のうちの劇つだけを行った」。   

第13費「機械と大工業」ではつぎのように．のべられている。   

本来的機械体系の下では，「各々の部分機械は，すぐ次ぎの部分機械にその  

原料を提供するのであり，それらの部分機械はすべて同時に作用するのだから，  

生産物は，たえずその形成過程の種々の段階紅あるのと同様紅，－・生産段階か  
12）  

ら他の生産段階へ移行しつつあるのである」。   

以上に・みたようなマルクスの叙述ほまさに馬場型畳後生産・そ・のものである。   

マルクスほ第1巻で重複生産を説明している。しかも機械と大工業を説明す  

るに・あたって－，本来的な機械体系の下では云々というように明瞭に．叙述してい  

るに・もか・」わらず，何故第2巻ではこの重複生産を明瞭に叙述していないのか  

？生産の連続性を穀述すればそれで足りるからであるという答も出来よう。  

あるいはそれが正しいのかもしれぬ。しかしながら，今暫くこの答えを差し控  

えでおき，この第1巻の叙述，そしてそれの図解である馬場区解を第2巻の資  

本の回転における彼の叙述とからませながら，資本の回転紅閲し書々ゐ理解す  

る内容をより豊富なものとすることはできないか，を考えてみるのもあながち  

無駄ではなかろう。  

10）『資本論』欝l巻，青木版565頁，岩波版⑨50頁。  

11）『資本論』第1巻，青木版565貫，岩波版⑨51頁。  

12）『資本論』第1巻，青木版622真，岩波版⑨120頁。   
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Ⅱ  

資本の回転に．関して青々の理解する内容を豊なものとするに．は予め「貨幣資  

本の遊離」に関するマルクスの叙述とそれに対するエンゲル不の批判を知って  

おくことが必要である。何故ならマルクスに対するこのエンゲルスの批判から  

馬場図解は生まれるからである。   

マルクスはいう   

「■さて，かの遊離された一事実上では機能を停止された・－－資本をたち入  

ってみれば，そのうちかなりの部分はつねに貨幣資本の形態をとっておらねば  

ならぬ．」。   

つづいて，   

「労働期間ほ6週間，流通期間は針週間，毎週の投資は100ボンtデとしよう○  

欝2労働期間の半ばである第9週の終わりに．600ポンドが還流するが，そ・のう  

ち，この労働期間の確りに投下されねはならぬのほ800ポンド紅すぎぬ。だか  

ら，弟2労働期間の終わりには，そのうち800ポンドが遊離される。この∂00ポ  

ンドはどんな状態に．あるか？3分の1ほ労賃に，8分の2は原料および補助材  

料に，投■下されるものと仮定しよう。すると，還流した600ポンドのうら，200  

ポンドは労賃用として貨幣形態にあり，400ポンドは生産的在荷の形態一不  

変的流動資本の諸要素の形態一にある」。   

こ．」でマルクスはまず遊離資本を当面の労働期間に．必要な患を越えた資本と  

して把える。したがってこの遊離資本は労賃部分にあたる貨幣資本と，生産的  

在荷の形態にある一つまり還流貨幣資本がすでに．生産資本に転形された形態  

－・の両形態を含む。  

つづいて∴  

「だが，第2労働期間の後半にはこの生産的在荷の半分しか要らないから，  

他の半分は3週間のあいだ，過剰な－・すなわち1労働期間分としては過剰な  

一生産的在荷の形態にある」。   

こゝでは，生産的在荷の形態にある資本が，当面の労働期間紅必要な生産的   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



290  欝38巻 第3号   ー・β2－  

在荷の形態に．ある資本と当面の労働期間にとってほ過剰な生産的在荷の形態に  

ある資本から成っているこ．とが述べられてい畠。   

つづいて   

「しかるに資本家は，還流資本中のこの部分〔当面の・及びつぎの労働期間  

のための生産的在荷を形成すべき400ポンドーー・引用者〕のうち，当面の労働期  

間に要るのは半分＝200ポンドにすぎぬことを知っている」。   

つづいて   

「－だから，彼がこの200ポンドの全部または－・部分をただちに再び過剰な生  

産的在荷に．転形するか，それとも，より有利な市場諸関係を期待してその全部  

またほ－‥部分を貨幣資本として保持するかほ，市場関係しだいであろう．」。   

こ．」でほ，生産的在荷の形儲に転化される資本量は，当面の労働期間に必要  

な患プラス原材料市場からの時間的距離に依り在庫されねばなるぬ鼠として・据  

えられていることが分る。   

少しとんで   

「■貨幣形態で遊離される資本は，少くとも，労賃に投下される可変資本部  

・分に．等しくなけれほならぬ。最大限においては，それが仝遊離資本を包括する  

ことがありうる。現実に．は，それはたえずこの最小限と最大限との間を動揺す   
131  

る」。   

エンゲルスは．以上のようなマルクスの毅述に対し，批判を加えているのであ  

るが，それはこのすぐあとでみるごととし，さしあたって，エンゲルスの結論  

がマルクスの上記の叙述を支持するものであるこ．とをみておこう。エンゲルス  

はマルクスを批判しながらもその結論でいう。   

「■本文中で肝要なのは，一方でほ産業資本のかなりの部方がつね紅貨幣形態  

で現存せねばならず，他方ではさらにより大きな部分がときどき貨幣形態をと  

らねばならぬ，という証明である．」と。   

こ．」で，「つねに貨幣形態で現存せねばならぬ」艶分とは労賃に投下された  

13）以上の引用ほ．『資本論』第2巻，背木版366－7頁，岩波版◎203－20生。   
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部分（およふびこ．れまでふれえなかったが固定資本の継起的還流に・よる貨幣資  

本）を指し，「－ときどき貨幣形態をとらねばならぬ」より大きな部分云々とほ  

マルクスの「最大限においては．それが仝遊離資本を包括することがありうる．」  

の個所に．あたる。   

と．のようにエンゲルスは結局は．マルクスを支持しているのであるが，それに  

至る過程では以下にみるような批判を加えているのである。   

まず彼ほいう，   

「マルクスは，－・つの－－私見によれば一事実上あまり重要でない事情を  

不当に．重要執するに至った。というのは，彼が負幣資本の『遊離』と名づけるも  

ののことである一」と。   

エンゲルスはいう，   

「産業資本家ほ，各回転の終わりに・・…・資本を再び全部かつ一挙に手にして  

おり，他方では，それをただ漸次的に．のみ再び生産資本に転形しうる一」。   

さてエンゲルスのこの説明ほ馬場型重複生産図解と矛盾するようにみえる。  

何故なら馬場型重複生産図解では，資本は－・挙に回収され，－・挙に再び生産資  

本に転形しうるからである。トかしながらこのくいちがいはエンゲルスのこの  

文章の前後関係をみるとき氷解するであろう。・エ∴ンゲル．スは，「一産業資本家は  

」の前に「流動資本工に関しては」といっているのであるが，この点に注  

目すると，エンゲルスが「廣米資本家は‥…ただ漸次的にのみ再び生産資本に 

転形しうる．」といっているのほ，マルクスの叙述にそくしてのべでおり，マル  

クスの戟述からすればこうなるといっているものであると私は判断する。事実  

エンゲルスは予めつぎのように断っているのである。〔マルクスが〕「前に〔つ  

まり本文で一引用者〕仮定した前提のもとでの現実の事実関係はつぎのごとく  

である．」とのべている。そしーて現実ゐ事実関係として，「労働期間と流通期間  

との盈的比率，したがって資本Ⅰの資本Ⅱに対する最的比率に係わりなく，第  

1回転が終わった後には，労働期間の長さだけの規則正しい間隔をおいて，各  

労働期間ごとに．必要な資本一つまり資本Ⅰに等しい額－が貨幣形態で資本  

家の手に還流する」。そレて「流動資本Ⅰ紅関してほ，産業祭本家は，各回転の   
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終わりにも事共闘始のときと全く同じ状態にある，－すなわち彼は，この資  

本を再び全部かつ一挙に手にしており，他方では，それをただ漸次的にのみ再  

び生産資本に転形しうるのである．」。  

そこで，もし馬場型重複生産をマルクスが描けば，エンゲルスに．よれば一・挙  

に還流した資本が・－・挙に．生産資本に転形されると説明されるであろう。そうす  

ると，エンゲルスのいう「本文中で肝要なのほ，一・方では産業資本のかなりの  

部分がつねに．貨幣形態で現存せねばならず，他方でほさらに．より大きい部分が  

ときどき貨幣形態をとらねばならぬ，という証明である。との証明は了私のこ  

の追記紅よって結局のところ強化等れる．」というとき，このエンゲルス紅よる  

「漸次的にのみ再び生産資本に転形しうる．．j というこ．とは馬場型重役生産では  

いえなくなり，したがってマルクスの証明は正しくないと結論されることとな  

る。   

しかしながら，々ルクスがr「労賃用、としで貨幣形態にあ一」る資本のはかに．，  

「単なる回転運動の機構庭．よ、っで遊離される資本」（青木版867貫）と呼ぶと  

ころのものは，生産的在荷の形態紅なくてもよい資本，なぐて．もよい貨幣資本  

である。もしこのような資本が生産的在荷の形態にあれぼ，それは「■過剰な生  

産的在荷」を形成するのである。マルクスは還流資本のうち当面の労働期間に  

は必要でない資本が過剰な生産的在荷に／転形されるか，それとも貨幣資本とし  

てその全部または－・部が保持されるかを市場関係にふiわらせているともとれ  

るが，しかし原村料市場からの時間的距離を考慮に入れた上での「労働期間」  

である以上，市場関係を－・定とすれば，貨幣資本の遊離は最大限に生ずるであ  

ろう。   

マルクスの戟述では第15章の表題である「■資本投下の大いさ紅及ぼす回転時  

間の影響」との関係から，流通時間が回転時間を構成するこ成分の一・つとして  

とり入れられている。しかし貨幣資本の遊離を説明するときには流通時間は実  

臨サ私見によれば－必要でない。あってもなくても同じである。マルクス  

のいう「当面の労働期間」を彼の図解（彼自身図解で示しているわけではない  

が馬場図解と対比する上であえて図解するならば）の第1週紅あたると考えれ   
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ば，マルクスの図解の長さは貨幣資本の遊離の図解においては，実ほ馬場塾重  

複生産図解の第9過以降の各週の斜線の部分にあたる（図Cをみられたい）。つ  

まり馬場型重役生産図解の第9過以降の各週が9つの部分に分れ，第1の部分  

に．まず原調料が投下され一馬場図解に．そくしていえば9分の100ポンドー  

あとの8っの部分に．投下される資本はまだ貨幣形態に．あるのである。マルクス  

が「…1400ポンドは生産的在荷の形態一丁不変的流動資本の諸要素め形態  

一にある。だが，第2労働期間の後半にほこの生産的在荷の半分しか要らな  

いカ？ら，他の半分  

は3週間のあいだ  

過剰な－「すなわ  

ち1労働期間分と  

しては過剰な一  

生産的在荷の形態  

にある」というと  

き，この説明をそ  

のま」理解しよう  

とするとできない  

のであるが－と  

いうのは，第1匡卜転期間には100ポンドづつ投下つまり生産的在荷に転形して  

いるに・もかゝわらず，あるいはそうではなく600ポンドが－・挙に．投下つまり生  

産的在荷に．転形しているにもかゝわらず－，第2回転期間からは300ポンド  

づ？投下（労賃用の100ポンドは貨幣形態をとらねばならないので，生産的在  

荷に転形－されるのは300ポンドではなく200ポンド）されるとするのは理解で  

きないからであるが，この1労働期間分ほまた当面の労働期間分とも表現され  

ているとこ・ろから，これを労働期間の第1過と解するのである。  

ⅠⅤ  

これまで私は．マルクスの戟述の中から何を抽き出したか？一言でいえば，   
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ーマルクスの例示に．したがえほ一生産物が完成するに・は600ポンドの資本  

投下が必要であるが，しかし1度紅は800ポンド（そしてこのうち労賃用のIO   

Oポンドを除くと200ポンド）しか投下すなわち生産的在荷に．転形しなくてもよ   

いというマルクスの指摘であった。こ．れがマルクスの図解のもつ一つの意味で   

ある。これに対して馬場図解は，教授の図解に・そ・くしていえば，一度に100ポ   

ンド投下できるという思考方法であり，これは一度に900ポンド投下できると   

いう重複生産に．発展する。この馬場教授の思考方法ほ実はマルクス図解のもつ   

今一・つの意味でもある。   

マルクスの図解と馬場図解はこのように二様のつながりをもっている。   

第1のつながり。マルクスの図解で，投下された原料は第1週をすぎると工   

程の第2週目に移動し，第1週日が空くので，こ・」紅新た紅原料を投下すると  

すると，これはゼルクスの第1週が馬場型図解の第1過せ（図解D）に対応す   

ることになる。   

第2のつながり。今－・つは馬場図解の第9週以降の各週の斜線の部分をマル  

クス図解の第1週に．対応させる仕方である。この仕方によれば，マルクス図解   

はすでに重複生産を内に含んでいること紅・なる。   

そしてこの二様のつながりは互いに．からみ合って言いるのであり，以下では．こ   

のことについて考察することにする。  図解 D   

マルクスにあって－，第1過払100ポンド  

が全工程に投下されるという時の全土程ほ  

属場型重役生産の全工程を指す，それが100  

ポンド（毎週）づつ9週間つづくというと  

きの9週間が馬場型重複生産の1週間に当  

る。マルクスは馬場型重複生産の全工程に  

第1週日100ポンドを投下するのであるが  

その川0ポンドづっの投下があと8週間継  

続されてはじめて生産物が完成すると考え  

ている。  
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マルクスはまず，9週間で900ポンドの生産物が完成すると前提する。つい  

で，900ポンドを労働期間の9週間で除して1週間に100ポンド投下と想定す  

る。計算の上でこうなのが，つぎにほ現実に毎週100ポンドづっ投下されうる  
14）  

ものとして議論を進める。しかしこの現実に．100ポンドづつ毎週投下という意  

味がマルクスに．あってほ，機関車製造業（機械製造業）では，9週間か一」って  

1繭の機関車が完成するのだが，全工程が同時に9週間ひきつづいて稼働し，  

その結果やっと1輌が完成するのだが，・そ・の1輌を完成するために．要する900  

ポンドは一・皮に．投下すなわち生産的在荷に転形されるのではなく，例えば週に  

100ポンド投下していけばよいという想定に由来する（例．え．ほ㌧／リンダ－を作  

るにほ1週間では．なく9週間を必要とするのである。もっとも厳密紅いえはシ  

リンダ」－は9週間よりも短い期間軋完成することを要するのであって，9週間  

をおえるまでに．このシリンダ－ほ他の部分生産物とともて．機関貴の組立に廻さ  

れ，機関車が組立て－られ完成していなければならぬのであるが）。この間の事情  

は以下の如くである。第1退から界9週まで全工程にわたっ1て・同一・の機械が継  

続的に働いてはじめて∴／リンダ－なり他の機関車構成部分生産物が完成し，機  

関車が組立てられるのである。だから2輌目を作るに．は第10退から欝18週まで  

が必要となる。   

放に．，還流した900ポンドに．ついては，つぎゐ1週間にはそ・のうちの100ポ  

ンドしか投下されず，したがって．800ポンドが遊離するわけである。こ．のよう  

に．考えてくると，馬場型重後生塵とマルクスの図解は前提を異紅するものであ  

り，マルクスが同一・の機械が9週間稼働してはじめて－1個のシリンダーが完成  

するとするに．対して，馬場教授購＝／リンダ・－は1週間紅1個完成するのであり  

14）このようにいうとき私は『資本論』第2巻第15章「資本投下の大いさに及ぼす回転時間   

の影響」の冒頭の文章を思い浮べているのである。   

「例えば9週間からなる1労働期間の生産物たる商品資本をとって－みよう。生産物の価   

値のうち，固定資本の平均磨損匿よって生産物に附加された部分，ならびに生産過程中   

で生産物に附加された剰余価嘩をしばらく度外視すれば，この生産物の価値は，この生   

産物の生産に投下された流動資本の－すなわち労賃と，この生産物の生産に消費され   

た原料および補助材料との一価値紅等しい。この価値は．900ポンドであり，したがっ   

て週投資は100ボンドだとしよう」。   
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したがってつぎの週軋は新しいシ．リンダーが完成すると思考するのである。こ  

れは労働の生産性の向上が入って来て－いることを意味する。馬場図解とマルク  

ス図解の相違はこのように結局労働の生産性の向上に帰する。  

Ⅴ  

剰余価値の生産方法にこつある。・一つは労働日の延長による生産であり，今  

一・つは労働の生産力の発展による必要労働時間の短縮の結果としての剰余価値  

部分の増大という形での生産である。『資本論』では前者を絶対的剰余価値の  

生産と呼び，後者を相対的剰余価値の生産と呼ぶ。資本主義的生産にあっては  

前者がその－・般的基鹿をなす。しかしながらこの－・般的基礎をなすというこ．と  

16） は，資本主義の成立期においては前者が「資本の生産方法を代表」したという  
こ．とからのみいうのではない。「資本家的生産方法が特殊の形腰をもって＼発展  

し，例え．ば機械的大工業を実現した後において：も，資本は必ずしもその発展を  

生産方法の改良に．のみよるのでほない。まず一－・般的にはこ．の－・定の特殊な生産  

方法の下に絶対的剰余価値の生産が行われるのであって，この方法の改良進歩  

はむしろ絶対的剰余価値の生産がなんらかの理由によって溜U限せられるところ  
18）  

で促進されるのである」。   

ある改良された生産方法（＝相対的剰余価値の生産）はづぎのさらに．改良さ  

れた生産方法の出発点をなす限りで，かつそれをなすまでは絶対的剰余価値の  

生産の方法である。   

マルクスの図解はこの絶対的剰余価値の生産にあたり，馬場図解は相対的剰  

余価値の生産把．あたる。だから馬場図解は，その向上した生産力の段階（つま  

りその段階における限り生産力ー・定）では．マルクスの図解であり，そしてマルク  

スの図解であるからこそ馬場図解は新しい馬場図解へと，より一・層の生産性の  

上昇が実現される段階へと発展するのである。私が，「マルクス図解と馬場図  

解の二様のつながりほ．また互いにからみ合っている」というとき，それはこの  

15）宇野弘蔵『経済原論』上．，120買。  

16）宇野弘蔵『経済原論』上，123頁二の註。   
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ような意味においてである。   

ところでこの労働の生産性の向上を図示するとすれば，『資本論』第1巻と第  

2巻ではや．」事情がことなるのであり，第1巻の段階では，第1退から第9週  

まで毎週1輌づっ完成するか，それとも欝9週末に9輌が－・挙に完成するかは  

どちらでもよい。これを図解すればEの如くであり，馬場図解で示せはFの如  

図解 E  

くである。欝9週の第9分の1過紅．1輌完成し，第9分の2週に・今1輌完成し  

等々というように描くか，それとも第9週末に・9輌完成するか，いずれにせよ  

とにかく第9週に．9輌完成するということが重要なのである。   

ところが資本の回転が問題に．なると（つまり第2巻では），毎週完成する生  

産物が直ちに流通過程に入り込み，そして直ちに還流するか，それとも第9週  

末に往輌が完成し，これが直ちに・流通過程に入り込み，直ち紅還流するかは所  

要前貸資本の大いさに・え．いきょうする。毎週生産物が販売還流する場合には前  

貸資本額は900でよいが（正確には900一8a。こゝでaは毎週の可変資本額）  

第9週末に9輌分が販売還流する場合には8100ポンドの前貸資本を必要とする   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



298  第38巻 鱒3号  ー9∂一 

図解 F  （流通過程への資本投下は捨象する）。ま  

た馬場図解は資本の管理技術を示してい  

る点でまさに．管理経営学の分野を開拓し  

たものとしで評価できる（図B）。   

ところでマルクス塾生産の第1週のエ  

程は馬場型重複生産の全工程である。  

馬場型重複生産とマルクス型生産との対  

比ほつぎのようである。マルクス型生産  

の稀1週末の還流900が馬場図解の算12  

週末の還流資本900にあたり，マルクス  

塑の第2週末の還流900が馬場図解の第  

13週末の還流900に当り，マルクス型の第8週末の還流900が馬場図解の鱒14週  

末の還流900に．あたるのである。このような対応のさせ方ほ，前節の「マルクス  

図解と馬場図解の二億のつながり」の第1に属する。マルクスの場合の今一・つ  

の還流方式である第9週末，第18週末のそれぞれの還流8100という仕方ほ馬場  

型重複生産では考えられていない。この問題は商品在庫の発生と貨幣資本の遊  

離の関連を追求する際に解明される。   

馬場図解では，労働生産性の向上は9週間の生産期間の後，第9週末，第10  

週末，第11週末という風に．生産物が完成し（『資本論』第1巻の段階），それ  

が直ち紅流通過程に．入り込みやがて還流する（第2巻の段階）という風に描か  

れざるを得ないのであるが，マルクス型図解では，この労働の生産性の向上ほ  

欝1週末，第2週末，欝8週末等々に生産物が完成し直ちに㌧販売されるか，あ  

るいは第9週末に一・挙に．生産物が9単位完成するか，という風に措かれ，生産  

期間ほ1週間（前者）か9週間（後者）という風に・描かれるのである0そして  

こ．のマルクス図解は馬場図解の経過中のある1週に対応するものであるとき，  

マルクス図解を馬場図解に活かすならば，それは周Gの斜線の部分で1輌完成  

するか，太線の部分で9輌完成するかという問題になるのである0   
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ー 9J－   概関蚤製造業紅おける資本の回転  

Ⅵ  

299  

本節では絶対的剰余価値の生産から相対的剰余価値の生産へと発展するモ岬  

メソトの一つとして「貨幣資本の遊離」を考察する。1Vの主題の意味は本節を  

おえてほじめてあきらかとなるであろう。本節では私は，資本が貨幣形態で遊  

離するということを証明したいのでほ．なく，資本の回転に関するマルクスの恩  

図解 G  考方法粧したがって回転の問題を考え  

てこいけば，絶対的剰余価値の生産から  

相対的剰余価値の生産への発展の一つ  

のモーメントとしてニ「貨幣資本の遊離」  

がとらえられ得るということを証明し  

たいのである。証明のための数字は実  

際的でないかもしれなレ、ことをおこと  

わりしておきたい。図Hをみられた  

い。この図解の意味ほつぎのようであ  

る。こ」でちよっとことわっておくが，  

こ．」でいう生産物とは9週間か1って完成する完成生産物でもよいし，この  

9週間の過程中のある1週の部分生産物でもよい。まず1週間の全部に・一・度に  

原材料が投下される。生産物はt週間の後紅完成し，つぎの生産物の完成する  

のはつぎの1週間の末である。ところがつぎの段階では生産物が完成するのは  

こゐ1週，つぎの1週に各1単位である点はかわりほないが，今度ほ原材料は「  

度にほ例えば7分の1週間分しか投下しなくてよいような生産技術（原料市場  

からの時間的距離及びマルクスのいう市場阻係は一億不変とする）が実現する。  

すると貨幣形態での資本の遊離が生ずる。生産物鼻は同一であるにもかゝわら  

ず，一度に 

ったのである。そこ．で資本家はこの新しい生産方法を採用し，剰余価値の生産  

を行う。ところがやがて資本家は．こ・の「－・皮にル£これだけしか投下しなくてよ  

い．」生産方法を「一・皮にほこ．れだけしか投下できない」生産方法として意識し   
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てくるようになる。そこで－・皮紅1週間分100ポンドを投下できるような生産  

方法の実現をめざして努力がなされる。この新しい生産方法が実現されると，  

生産物はそれが生み出されるのに1週間か」る点ほ以前と同じであるが，つぎ  

の退からは1週間に・7個の生産物が生みだされろ。労働生産性の向上である。  

こ．の新しい段階では貨幣資本の遊離はない。資本家はこ．の新しい生産方法で生  

産を行う。とこ．ろがやがてこまた…、‥、…。  

Ⅶ  

私見によれば，資本の回転に関するマルクスの叙述からわれわれは二っの意  

味をよみとることができる。一つは卜優に100ポンド投下できる．」という意  

味であり，こ．れはやがて「－一度に．は900ポンド投下できる」壷後生産となって 

図解される。こ・れが馬場教授の業績である。とこ．ろが今一つの忠味は，「■一度  

に・は100ポンドしか投下しなくてよい」という意味である。これは労働期間を  

与えられたものとしたときの資本家的努力の表象であり，これはやがてト一度  

に・は100しか投下できない．」という資本の技術上の制約として意識されるよう  

になる（エンゲルスが『資本論』第2巻第ほ章の追記で，「産米資本家ほ還流し  

た資本を漸次的に・のみ再び生産資本に転形しうる」といっているのほこの資本  

の技術上の制約をさしているのである）。このように．意識されてくるときは相対  

的剰余価値の生産が行われるときである，すなわちマルクスの図解から馬場図  

解への発展的移行が行われるときである。  

なお上述の「一度には100しか投下しなくてよい」とする資本家的表象は，資  

本の流通期間が本来は一価値の増殖がその期間中は行われないゐであるから  

－資本にとって負の意味をもつものであるにもかゝわらず，一一・旦ある流通期  

間が与えられると，この流通期間を短縮することによって流通期間から価値が 

生みだされるというプラスの表象を資本家が受けとるのと同一億質のものであ  

る。   
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機関車製造業における資本の回転  303   ・－9β－  

補  論 Ⅰ  

図ⅠとJに．おいて貨幣資本の遊離がともに発生する。しかしⅠによける遊離  

は完成品が在庫した結果生じた遊離であるのに．対↓，Jにおける遊離は完成品  

図解 Ⅰ  

版売9輌分8，100ポンド隠ちに還流  900 900 900900 900 900900 9CO 900  
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ふご、㌫㌻－＼ 
柵則湖よ  

900ボント没I  

7，2（氾ポンド  

が生まれるに・は9週間かゝるが，しや、しさしあたりほ900ポンドしか投下しな  

くてよいことから生ずる遊離である。われわれがこれまで追求して来た貨幣資   
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304  第38巻 第3号   ・－ 96一  

本の遊離はJに．おけるような遊離である。と・れ紅反し，Ⅴで私が「マルクスの  

場合の今…山つの還流方式である欝9週末，欝18週末のそれぞれの還流8100とい  

う仕方ほ馬場塑重複生産では考えられていない。この間題は商品在庫の発生と  

貨幣資本の遊離の関連を追求する際に解明される」と述べたときの貨幣資本の  

遊離ほ図Ⅰ払おける遊離である。何故なら馬場型重複農産では完成品の在庫は  

全く考えられず，生産物ほ9週間か」って完成し，直ちに流通過程に入り込むか  

らである。図Ⅰにみるように．，貨幣資本の遊離は商品在庫があれば生ずるし，  

しかもその遊離額ほ商品在膵額に一徹する。商品在庫がは・じめほ，900，つぎ  

に1，800，そ・のつぎに2，700と増えるような生産方式のもとでほ遊離貨幣資本量  

は最初は7，200，つぎに6，800，……2，700，1，800，900と減少する。   

商品在繹と貨幣資本の遊離の関連の主要点については上でつくされている0  

補  論  Ⅱ  

ⅠⅤで私は機関車の製造期間とその部分品であるシリンダ叫の製造期間をとも  

に9週間とした。しかしこれほ．事態を単純化した想定であり，実際にはシリン  

ダ－の製造期間ほ機関車の製造期間の山部を占めるにすぎず，また機関車製造  

会社ほシリンダ－を別のシリンダーー製造会社から買入れるだけかも知れない。  

しかしどちらに．してこも資本の回転図解は同じである。私ほこの機関車製造業に 

おける資本投下の実際を国鉄丁工場における寝台車改造作業についてみて－みよ  

う。こ」で寝台車を対象とするのほもっぱら資料の制約からである。こ・」で寝  

台皐改造とは普通客車を疫台車に改造することを意味する？   

図K－こ．れは一層のガント・チャー卜であるが－から二つのことを知  

る。一つは資本が毎週原材料と労賃紅投下され，約70日後に寝台車が完成する  

ということであり，いま－・つは馬場型蚕櫨生産が行われているということであ  

る。第一・点についてほ．マルクスは『資本論』第2巻第2袋帯12茸「労働期間」  

匿おいてつぎのように述べて－いる。「－・個の完成生産物たる機関車を製造する   
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ー・－9タ⊥  機関蚤製造業における資本の回転   307  

1り  

ため匿は，労働過程がおそらく3ケ月のあいだ反復されねばならぬであろう」。  

そしてこの「3ク月のあいだ毎週たえず新資本を労賃や原料に投下せねばなら  

ぬのであっで」，「労働の層がつぎつぎに生産物のう．えに・沈澱する。支出され  

た労働力の価値ぼかりでなく，剰余価値も，労働過程申に．たえず生産物に－－・－一但  

し，まだ完成商品たる姿態をもたない・つまりまだ流通能力のない・未完成生  

産物に一移譲される。同じことは，原料および補助材料として層をなして二生産  
1＄）  

物に移譲される資本価値紅ついても云える」と。   

いま・一つの点につい．てこいえば，1号車の外板張りと窓溝島仮合せのおわった  

ところで，2号車が台枠整修紅入っている。この工場でほ暖台車改造だけを行  

っているわけでほなく，機関車とか客貨車の改修を行っているので，工場の全  

作業計画の・－・環としてこの改造工事を行っているのであって，2号車の改造工  

事をこ」からほじめるのにはこのような事情があるのである。   

蒸気機関車の生産期問は昔からあまり変らず，2ケ月半から3ケ月が普通で  

ある。機関車ほその全てが注文に．よって．生産されるものであり＼，注文主の希望  

によりその－てト山つについて設計が行われねぼならない。全く同じ性状の機関  

車が一度に何輌も注文されることほはとんどない。たとえば我国で最も古い機  

関車製造会社であるK会社では創立（1896年一明拾29年）以来騨蒸気機関車  

の生産がディーゼル及び電気機関車にとって：代られまったくその生産が行われ  

なくなる1951年までに．一約2，600輌を生産したが10輌以上とまとまった注文  

を受けたことは少いのであり′（第1表）たえず新しい設計が必要となり，この  

と．とは生産期間の短縮を妨げる。また年度によって．注文鼻に・変動があるので  

一例えば大正牒年81，10年86，11年105，12年75，13年66，昭和7年22，8  

年39，9年JO，10年85輌生産（第1表）－，機関車製造だけに頼っておれず  

橋梁，化工機，ポイラ・－，工作機械等を生産する。注文生産であるから納入期  

17）『資本論』。ちなみに1911年（明治44年）に日本がドイツのこ会社に注文した2C形機   
関車は，「このドイツの2会社にとっても全く新しい機関皐であったのに，設計を開始   
するとともに材料の調達を急ぎ，8850形は約2ケ月，8800形は約2‖5ケ月で最初の試運   
転が行われ，ドイツでも記録的な速さであったという」。（『鉄道技術発達史』第4篇  
（蚤両と機械），Ⅰ，第2茸「蒸気機関尊」159頁，日本国有鉄道，1958年10月。）  

18）『資本論』第2巻第12童，筒木版298頁，岩波版⑥125頁。   
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308  欝38巻 

第1表 Ⅹ社製造蒸気機関革   

・一即クー  

製造番号  機関車形式  タンク又可 テ■ンダ形1   
製造両数  運転整備重層 （機関車1申）    納  

入  先   

36…6  台  湾  鉄  道  

1－2  2－4－2  タ ンクl  2                （明海3  4年）  

3 － 4  2－4－2   〝   2   ／′  北 海 道 鉄 道   

5   〝   〝   1   ／′  東  武  鉄  道   

6   〝   〝   1   〝  台 湾 鉄道   

7 － 8   〝   ′′   2   〝  参  宮  鉄  道   

9・－・11   ノケ   〝   3   3－7．4  鉄  道  省   

12   〝   ′′   1   〝  中  国  鉄  道   

13－14  2－4－0   ′′   2   366  西 武 鉄 道  
＼   

15  2－4＿2   〝   1   37い4  鉄  道  省  

（明治35  年合計）   13  

498－509      12   66小7  鉄  省   道  

510－511  0－6－0  タ ン ク   15い2  台顔総督府基隆出張所   

512－515  2－6－0  テ ン ダ  4   48‖2  台  湾  鉄 道   

516－543   〝   〝   28   48．5  鉄  道  省 

544  0一－8－－0  タ ン ク  1   20l3  台 海  鉄 道   

545－548  2一－6－0  テ ン ダ  4   48．5  〝   

549－－576   〝   〝   28   ′リ  鉄  道  省   

577－582  4－6－2   〝   6   66．7  ′ウ■   

583  2－6－0   〝   1   48．5  台  湾  鉄  道  

（大正10年  合計）   86  

584－・589  4－6・－2  テ ン ダ  6   66．7  鉄  道  省   

590－591  2－6－0   〝   2   48．5  樺  太  鉄  道   

592 ′  0－6－－0  タ ン ク  1   15、．2  台湾総督府基隆出張所  
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機関貴製造業における資本の回転  ー一都u叫 

製造番号  機関妄定式l芸・誓造機造両数l慧欝器納入 先   

593－604  4－6－2 ア ン ダ  12  66ひ7  鉄  道   省  

605－－614  2－6－0  〝  10  48…5  〝  

615－617  電気機関凄  －－  3  浅 野 セ メ ント  

618－619  4－6－2 テ ン ダ  2  80・8  山  東  鉄  道  

620－639  2－6・－0  〝  20  48…5  鉄  道  省   

640  2－6…2 タ ン ク  1  44．7  筑  波  鉄  道   

641－652  2－－6－0 テ ン ダ  12  48り5  鉄  道  省  

653－677  4－・6・】2  ′ナ  25  66．7  〝  

678－683   〝  〝  6  92り0  朝 鮮 鉄 道 局  

684－691   〝  〝  8  67…9  鉄  道  省  

（大正11年合封） 105（電気機関達3両を除く）   

692∬715  4－6－2 テ ン ダ  24   省   

716  電気機関車  －   1   6、7．9   鉄   道             洩 野 セ メ ント   
717－718  0－6∬0 タ ン ク  2   211・9 弓北 丹 鋲 道   

719－734  4嶋6－2 テ ン ダ ー16   67い9  鉄  道  省   

735－738  2－6－0  〝  4   48．5  台  噂  鉄  道   

739－740   〝  〝  2   樺  太  鉄 ∴道   

741－744  2・－8－0  〝  4   
I, / 

台  埼  鉄  道   

745－751  、4－6－2  〝  7  67．9  鉄 道  省   

752－753  2－6－2 タ ン ク  2   44．7  筑  披  鉄  道   

754－756  0－4－0  〝  3   38．．8  朝 鮮 鉄 道 局   

757－763  4－6」－2 テ ン ダ  7   67‖9  鉄  道  省   

764－7（；7  2－8－2  〃・ 4  鉄   

（大正12年合計） 
75（電  気機器芸1両lを芸く）  

768－769  0－・6－Olタ．ンク！2 ト30‖5l相 模．鉄 道  
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310  第38巻 欝3号   －jク2－  

製造番号  機関車形式  タンク又は テンダ形  製造両数  運転整備重量 （機関車1両）  納   入   先   

770－781  4・－6－2  テ ン ダ   12   67．3   鉄  道   省  

782－785   〝   〝   4   〝   〝  

786－787  0－6－0  タ ン グ  2   20い3   高  知  鉄  道  

788－807  2－8－0  テ ン ダ  20   60．3   鉄  道  省   

808－－817  2【6一0   〝   10   48“8   〝  

818－819  2一－6－2  タ ン ク  2   〝   常  総  鉄  道  

8？0－821  2－6－0  テ ン ダ  2   61、0   南  満  鉄  道  

822－・826  2－・8－2   〝   5   78．．3   鉄  道  省   

827  2－6－－2  タ ン ク  1   44。．7   筑  波  鉄  道   

78．3   道   省   

（大正13   
828－833  2－8－2   テンダ 年合計）  6 66  

834－836  2－6－2  タ ン ク  3   44．7   北 九 州 鉄 道   

837－842  2－8－2  テ ン ダ  6   78ひ3   鉄  道  省   

843－849   ノン   〝   7   〝   ′つ′   

850  2－6－2  タ ン ク  1   44．7  宇  部  鉄  道   

851  0－6－－0   〝   1   20い3   高  知  鉄  道   

852－857  4－6－2  テ ン ダ   6   67．3   鉄  道  省   

858   0－6－・0  タ ン ク  1   21．9   南  武  鉄 道   

859－865  2－6－0  タ ン ダ   7   48，8   鉄  道  省   

866－869  2－・8－0   ／ソ   4   60．3   〝   

870  2－6－・2  タ ン ク  1   44，．2   筑  波  鉄  道   

871  2－8－2  テ ン ダ   1   99．6   宿  鉄   

872  2－6－2  タ ン ク  1   44．2   北 九 州 鉄 道   

873－877  4－6－，2  テ ン ダ  5   67ハ3   鉄  道  省  

（大正14  年合計）   44  
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機関車製造業における資本の回転  ー・JO3－  

製造番号  機関車形式  タンク又は テンダ形  製造両数  運転整備重畳 （機関車1両）  納   

入 先   

1196－1199  2－8－2  テ ン ダ  4   98い■7   満  鉄．（教図）   

1200冊1205  4－6－2   〃■   6   98．5   〝   

1206－1210  2－6－4  タ ン ク  5   68．5   鉄  道  省   

1211－－1212  4＿6－2  テ ン ダ  2   98．5   猫  鉄   

1213－1216  2－－6－2  タ ン ク  4  50…0   鉄  道  省   

1217一【1220  〝   〝   4   〝   ノウ■   

1221－1224  〝   〃■   4   〝   〝   

1225－1228  2－8－－2 （小）  テ ン ダ  4   88リ0   満  鉄   

1229－1230  0－4－0  タ ン ク  2   15，．0   昭 和 製 鋼 所   

1231岬1233  2－8－2   テ ン ダ  3   88、0   
（小）  

鉄   

1234  2－8－2   〃■   

（昭和8  年合計）   1  88．0  〝        39  
1235－1238  2－8－－2 （小）  テ ン ダ  4   88．0   満  鉄   

1239－1242  〝   ノナ   4   か   ′y   

1243－1247  4－6－－2  ノy   5   8乱4   か   
（小）  

1248－1253  2－6－2  タ ン ク  6   5い0   鉄   退  省   

1254－1258  2－8－2  テ ン ダ  5   98．7   満  鉄   

1259－1263  2－6－4  ター γク   5   95。．6   ′′   

2－8一・2  
1264  （特）  テ ン ダ  1   88り0   ′ケ   

1265－1267  2－8－0   ′ナ   3   57．9   樺 太 鉄道会社   

1268  0－6－0  タ ン ク  1巾   16．5   

1269－1270  2－6－4   ′ケ   2   68小5   

2－8－2  
1271－1272  （小）  テ ン ダ   2   89“5   

1273－1276  2－8－2   〝   4   

4－6－2  
1277－1280  〝   4   88．4   別  子  銅  山、            鉄   噂   筆               陸        軍          98．7  満        鉄  

（小）  
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欝38巻 欝3号  ーJOJ一  312  

製造番号箋機関車形式匿票ヰ両数慧欝器  納   入   先   

1281～1284 4－6－2 テ ン，ダ   4  66。7   鋲 道   省   

1285－12884‾6  〝   4   88・4  満  鉄   

1289－12912－6－・4 タ ン ク   3  68．5   鉄  道  省  

1292－二294  ′グ  〝  3  68り5   〝   

1295一－12982リ・だ引テンダ 4  125・・0   満  鉄   

1299－1301 2－6－0  〝  3  37．3   鉄  道  省  

1302－1304 2－6－2 タ ン ク  3  28．5   朝 鮮 鉄道会社  

（昭和9 年合計）   70  

濁  鉄   

〝   

〝   

1317－1321  
大） 

〝   5  102・1   〝   

1322－1330 〝 9   〝   〝   
（〝） 〝  

朝鮮鉄道局  

鉄 道 省   

．  〝  

1337－1339 2－6－2 タ ン ク   3  50‖0   ノγ   

1340－1343 2－・8－0 テ ン ダ  4  37小0   朝鮮鉄道会社  

4－6  
1344－1351 認 〝  8  88・4   満   鉄  

1352－1355 2－6－0  道  省   

4‾  
1356－1362 〝     4    37‖3   満   

鉄  

鉄   

2‘‾8  
1363－1370 〝  8 1021  〃■   

1371－1380 2－8－－2  〝  10  76．8   鉄  道  省   

1381 
2‾8  

〝  1  馴   満  鉄   

〝   
1382－1383（ミカサ）  〝  2   90・7  朝 鮮 鉄 道 局  
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機関亜製造業における資本の回転  ■－JO5－  

1384－1388  2－8－2 （ミカサ）  テ ン ダ  5   90．．7   朝鮮 鉄 道局   

2】6－2  67．7   朝  鮮  窒  素   

製造番号  機関車形式  タンク又は′ テンダ形  製造両数  運転整備重量 （機関車1両）  納  

入  先  

85  

限に．間紅あえばよいわけで，したがって納入期限までに．完成するように各種の  

生産物の生産計画の全体の中で機関車を生産する。機関車の生産期間をむやみ  

に短縮するととに成功しても，工場全体の生産計画からみればかえって損であ  

る。このような事情から生産期間ほ案外苦から短縮されていない。しかし・一・度  

に同・－・性状の生産物の注文が大患にありかつ納入期限がきびしいと，生産期間  

ほかなり短縮される。例えば機関車の足りなかった敗戦直後の1956年に国鉄発  

注のC58観閲車はK社で35輌生産されたが，このよう紅同一・形式のものがまと  

まって注文されたのはめずらしく，この時にほ同工場が戦災を受けたにもか・」  

わらず，図Lにみるように2ケ月で生産されている。なおこのC58の機関車及び  

炭水車の運転整備重恩はそれぞれ58，7t及び43，3tであるが，1911年（明治44  

年）にドイツのベルリ－ナ及びポル汐ヒに注文した8800形（約2．5ケ月で完成）  
19）  

及び8850形（約2ケ月で完成）の運転整備重義は前者（8800形）が機関車53・8  

図L C58放関車生産期間  

4月  5月  1  6月   1  7Jj  
K1015 20 乏5           ．5 1520％3151016別95烏0 51015即‰3   

）  

6  

／  

8   

資料出所：汽貴製造株式会社1946年の計画より按琴  

19）このこつの機関車は「我国における過熱機関寮のはじめであるとともに，これによっ   

て我国旅客列車の大きさと速度ほ急激紅増大した」。（『鉄道技術発達史』欝4篇（車両   

と機械）Ⅰ，第2章159貢。）   
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314  欝38巻 欝3号   ーヱ〃6・－  

t炭水車∂1．86t，後者（8850形）が機関車57・54t，炭水尊80・48tであったo   

しかし，生産期間は昔と今とでほ機関車重患を考慮に入れれば短縮してい  

る。第1表を例にとれば，明治34年に．は運転整備蚤星は86・6トンであったの  

が，大正年代には100トンに近いものが生産されうるように・なっている。重畳  

がませば生産期間が長くなるのは船の建造の例をとってもいえることである0  

しかるに．機関皐の生産期間がつねに．2ケ月半から3ケ月であったことは，そ・の  
20）  

生産期間の相対的短縮を意味している○  

20）「引張重畳の増大と列革速度の増進によりポイラ・－その他が必然的に大形のものが要   

求されるよう紅なる」。（『鉄道技術発達史』第4篇Ⅰ，第2乱273頁○   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ




